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は
じ
め
に

　

本
論
は
、
ナ
カ
ダ
文
化
圏
と
し
て
知
ら
れ
る
上
エ
ジ
プ
ト
を
対
象
と
し
、
土
器
の
器

種
組
成
と
各
タ
イ
プ
の
出
現
頻
度
、
法
量
の
時
期
的
変
化
を
地
域
間
で
比
較
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
統
一
王
朝
に
向
け
て
の
文
化
的
統
合
過
程
を
実
証
的
に
考
察
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
１
章　

先
行
研
究
と
本
論
の
目
的

　

エ
ジ
プ
ト
文
明
の
誕
生
と
な
る
統
一
王
朝
の
成
立
は
、
南
部
の
ナ
カ
ダ
文
化
が
北
上

し
て
、
デ
ル
タ
の
ブ
ト
・
マ
ー
デ
ィ
文
化
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
達
成
さ
れ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
統
合
モ
デ
ル
は
、
考
古
学
的
資
料
か
ら
も
実
証
さ
れ
て
い
る
が
、

ナ
カ
ダ
文
化
圏
と
し
て
ひ
と
く
く
り
に
さ
れ
て
い
た
上
エ
ジ
プ
ト
内
に
も
地
域
差
が
存

在
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
始
め
た
。
例
え
ば
、
上
エ
ジ
プ
ト
内
の
３
遺
跡
の
住
居
址
よ

り
出
土
し
た
土
器
の
混
和
材
に
明
瞭
な
違
い
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
他
に
も
、
ア
ビ
ュ

ド
ス
地
域
と
ナ
カ
ダ
地
域
間
の
土
器
に
描
か
れ
る
文
様
表
現
の
違
い
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
地
域
性
は
や
が
て
消
失
し
、
そ
れ
と
と
も
に
土
器
の
規
格
化

が
生
じ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
確
か
に
土
器
の
規
格
化
は
認
め
ら
れ
る
が
、
エ
ジ
プ
ト

全
土
に
お
い
て
規
格
化
と
地
域
性
の
消
失
が
起
こ
っ
た
の
か
と
い
う
実
証
的
研
究
は
な

く
、
各
地
域
が
ど
の
よ
う
に
文
化
的
に
統
合
さ
れ
た
の
か
は
未
だ
推
測
の
域
を
出
な
い
。

実
際
、
王
朝
時
代
に
入
っ
て
も
地
域
性
が
存
在
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
論
で
は
、
上
エ
ジ
プ
ト
を
対
象
と
し
て
、
土
器
か
ら
文
化
的
統
一
過
程
を

実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

第
２
章　

分
析
の
対
象
と
方
法

　

土
器
資
料
は
、
ピ
ー
ト
リ
に
よ
る
集
成
と
、
そ
の
後
新
た
に
報
告
さ
れ
た
資
料
の
う

ち
完
形
あ
る
い
は
略
完
形
の
も
の
を
対
象
と
し
た
。
遺
跡
は
、
あ
る
程
度
詳
細
に
報
告

さ
れ
て
い
る
16
遺
跡
を
対
象
と
し
た
。
土
器
の
時
期
設
定
は
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
ス
の
編
年

案
に
倣
い
、
ヘ
ル
ワ
ン
遺
跡
と
ア
ダ
イ
マ
遺
跡
だ
け
は
報
告
書
で
提
示
さ
れ
て
い
る
編

年
に
し
た
が
っ
た
。
な
お
、
時
期
が
不
明
な
も
の
は
分
析
の
対
象
か
ら
外
し
た
。
本
論

で
対
象
と
し
た
土
器
資
料
点
数
は
、
ゲ
ル
ゼ
地
域 

５
０
６
９
点
、
バ
ダ
リ
地
域 

２
０

７
８
点
、
ア
ビ
ュ
ド
ス
地
域 

２
１
７
９
点
、
ナ
カ
ダ
地
域 

１
９
６
６
点
、
エ
ル
カ
ブ

地
域 

５
２
６
点
で
あ
る
。

　

分
析
方
法
は
、
器
種
組
成
、
各
タ
イ
プ
の
出
現
頻
度
、
法
量
の
３
点
で
あ
り
、
こ
れ

ら
を
地
域
別
、時
期
別
で
比
較
し
た
。土
器
分
類
は
、４
つ
の
器
種
（
皿
形
、碗
形
、ビ
ー

カ
ー
形
、
壷
形
）
に
大
別
し
、
さ
ら
に
各
器
種
の
中
で
細
別
し
、
タ
イ
プ
を
設
け
た
。

結
果
、
50
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
た
。
対
象
遺
跡
は
便
宜
上
ゲ
ル
ゼ
地
域
、
バ
ダ
リ
地
域
、

ア
ビ
ュ
ド
ス
地
域
、
ナ
カ
ダ
地
域
、
エ
ル
カ
ブ
地
域
の
５
地
域
に
グ
ル
ー
プ
別
け
し
た
。

時
期
は
便
宜
上
、
ナ
カ
ダ
Ⅰ
期
、
Ⅱ
Ａ
│

Ｂ
期
、
Ⅱ
Ｃ
│

Ｄ
期
、
Ⅲ
Ａ
│

Ｂ
期
、
Ⅲ
Ｃ
│

Ｄ

期
の
５
時
期
に
区
分
し
た
。

第
３
章　

器
形
の
地
理
的
分
布
状
況

　

本
章
で
は
、
時
期
別
に
器
主
組
成
と
出
現
頻
度
の
分
析
結
果
を
提
示
し
、
地
域
間
の

エ
ジ
プ
ト
先
・
初
期
王
朝
時
代
の

土
器
に
み
ら
れ
る
地
域
性
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類
似
性
の
変
遷
を
追
っ
た
。
な
お
、
壷
形
は
隣
接
す
る
地
域
間
の
タ
イ
プ
共
有
率
と
出

現
頻
度
の
高
い
タ
イ
プ
か
ら
類
似
性
の
変
遷
を
追
っ
た
。
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

Ⅰ
期
：
皿
形
で
は
、
バ
ダ
リ
地
域
か
ら
ナ
カ
ダ
地
域
の
３
地
域
は
異
な
る
様
相
を
示
す
。

碗
形
・
鉢
形
で
は
、
バ
ダ
リ
地
域
か
ら
エ
ル
カ
ブ
地
域
の
４
地
域
で
、
エ
ル
カ
ブ
地
域

以
外
の
３
地
域
は
似
た
様
相
を
呈
す
る
。
ビ
ー
カ
ー
形
で
は
、
バ
ダ
リ
地
域
か
ら
ナ
カ

ダ
地
域
の
３
地
域
は
、
同
じ
様
相
を
呈
す
る
。
壷
形
で
は
、
エ
ル
カ
ブ
地
域
は
異
な
る

様
相
を
示
す
が
バ
ダ
リ
地
域
か
ら
ナ
カ
ダ
地
域
ま
で
比
較
的
似
た
様
相
を
呈
す
る
。

Ⅱ
Ａ
│

Ｂ
期
：
皿
形
で
は
、
バ
ダ
リ
地
域
か
ら
ナ
カ
ダ
地
域
の
３
地
域
で
異
な
る
様
相

を
示
す
も
の
の
、
地
域
差
は
前
時
期
よ
り
縮
ま
っ
て
い
る
。
碗
形
・
鉢
形
で
は
、
エ
ル

カ
ブ
地
域
以
外
の
バ
ダ
リ
地
域
か
ら
ナ
カ
ダ
地
域
の
３
地
域
は
似
た
様
相
を
呈
す
る
。

ビ
ー
カ
ー
形
で
は
バ
ダ
リ
地
域
か
ら
ナ
カ
ダ
地
域
の
３
地
域
で
、
バ
ダ
リ
地
域
は
わ
ず

か
に
異
な
る
様
相
を
示
す
も
の
の
、
ア
ビ
ュ
ド
ス
地
域
と
ナ
カ
ダ
地
域
で
は
似
た
様
相

を
示
す
。
壷
形
で
は
、
エ
ル
カ
ブ
地
域
は
異
な
る
様
相
を
示
す
が
、
バ
ダ
リ
地
域
か
ら

ナ
カ
ダ
地
域
ま
で
比
較
的
似
た
様
相
を
呈
す
る
。

Ⅱ
Ｃ
│

Ｄ
期
：
皿
形
で
は
、
５
地
域
の
う
ち
、
特
に
バ
ダ
リ
地
域
、
ナ
カ
ダ
地
域
は
似

た
様
相
を
示
す
も
の
の
、
他
の
３
地
域
は
異
な
る
様
相
を
示
す
。
碗
形
・
鉢
形
で
は
、

５
地
域
で
ほ
ぼ
同
じ
様
相
を
呈
す
る
。
ビ
ー
カ
ー
形
で
は
、
バ
ダ
リ
地
域
か
ら
ナ
カ
ダ

地
域
の
３
地
域
で
、
バ
ダ
リ
地
域
は
わ
ず
か
に
異
な
る
様
相
を
示
す
も
の
の
、
ア
ビ
ュ

ド
ス
地
域
と
ナ
カ
ダ
地
域
で
は
似
た
様
相
を
示
す
。
壷
形
で
は
、
ゲ
ル
ゼ
地
域
か
ら
エ

ル
カ
ブ
地
域
ま
で
同
じ
様
相
を
呈
す
る
。

Ⅲ
Ａ
│

Ｂ
期
：
皿
形
で
は
、
５
地
域
が
似
た
様
相
を
示
す
。
碗
形
・
鉢
形
で
は
、
エ
ル

カ
ブ
地
域
は
異
な
る
様
相
を
呈
す
る
が
、
バ
ダ
リ
地
域
か
ら
ナ
カ
ダ
地
域
の
３
地
域
は

似
た
様
相
を
呈
す
る
。
ビ
ー
カ
ー
形
で
は
、
ゲ
ル
ゼ
地
域
か
ら
エ
ル
カ
ブ
地
域
に
か
け

て
ほ
ぼ
同
じ
様
相
を
呈
す
る
。
壷
形
で
は
、
全
５
地
域
で
、
地
域
間
で
類
似
し
て
い
る

側
面
と
類
似
し
て
い
な
い
側
面
が
表
れ
、
異
な
る
様
相
を
み
せ
始
め
る
。

Ⅲ
Ｃ
│

Ｄ
期
：
皿
形
で
は
、
ゲ
ル
ゼ
地
域
が
わ
ず
か
に
異
な
る
様
相
を
呈
す
る
が
、
バ

ダ
リ
地
域
と
ア
ビ
ュ
ド
ス
地
域
は
似
た
様
相
を
呈
す
る
。
碗
形
・
鉢
形
で
は
、
ゲ
ル
ゼ

地
域
か
ら
ア
ビ
ュ
ド
ス
地
域
お
よ
び
エ
ル
カ
ブ
地
域
の
４
地
域
で
、
ゲ
ル
ゼ
地
域
と
バ

ダ
リ
地
域
は
ほ
ぼ
同
じ
様
相
を
呈
し
、
ア
ビ
ュ
ド
ス
地
域
も
極
め
て
類
似
し
た
様
相
を

呈
す
る
。
ビ
ー
カ
ー
形
で
は
、
ゲ
ル
ゼ
地
域
か
ら
ナ
カ
ダ
地
域
の
４
地
域
で
ほ
ぼ
同
じ

様
相
を
呈
す
る
。
壷
形
で
は
、
ゲ
ル
ゼ
地
域
か
ら
エ
ル
カ
ブ
地
域
ま
で
全
く
異
な
る
様

相
を
呈
す
る
。

　

ま
た
、
各
地
域
で
ナ
カ
ダ
Ⅱ
Ｃ
│

Ｄ
期
よ
り
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
「
貯
蔵
壷
」
と

「
ビ
ー
ル
壷
」
に
焦
点
を
あ
て
て
み
る
と
、
ど
ち
ら
も
ナ
カ
ダ
Ⅰ
期
の
エ
ル
カ
ブ
地
域

で
ま
ず
認
め
ら
れ
、
時
期
を
下
る
に
し
た
が
い
北
方
の
地
域
で
も
順
に
出
現
す
る
よ
う

に
な
る
。第

４
章　

土
器
の
法
量

　

本
章
で
は
、
各
器
種
に
お
け
る
土
器
の
器
高
と
口
径
の
関
係
に
つ
い
て
地
域
別
に
述

べ
た
。
分
析
の
結
果
、
壷
形
に
お
け
る
器
高
と
口
径
の
関
係
に
顕
著
な
変
遷
過
程
が
認

め
ら
れ
、
さ
ら
に
５
地
域
全
て
で
似
た
推
移
が
認
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
ナ
カ
ダ
Ⅰ

期
か
ら
Ⅱ
Ａ
│

Ｂ
期
で
は
散
布
し
て
い
た
が
、
Ⅱ
Ｃ
│

Ｄ
期
に
器
高
と
口
径
の
相
関
関
係

が
看
取
さ
れ
、
ナ
カ
ダ
Ⅲ
期
で
は
相
関
関
係
が
あ
る
い
く
つ
か
の
大
き
な
ま
と
ま
り
に

分
化
し
、
エ
ル
カ
ブ
地
域
以
外
の
４
地
域
で
は
土
器
の
大
型
化
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

ナ
カ
ダ
Ⅱ
Ｃ
│

Ｄ
期
の
個
体
数
の
増
加
と
こ
の
相
関
性
の
高
さ
を
合
わ
せ
る
と
、
Ⅱ
Ｃ
│

Ｄ
期
の
大
量
生
産
と
規
格
化
が
連
動
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
た
。

第
５
章　

先
・
初
期
王
朝
時
代
の
地
域
性
か
ら
み
た

　
　
　
　

文
化
的
統
一
過
程

　

以
上
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
、
本
章
で
は
先
・
初
期
王
朝
時
代
の
文
化
的
統
一
モ
デ
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ル
を
提
示
し
、
従
来
の
モ
デ
ル
と
比
較
検
討
し
た
。

　

分
析
の
結
果
、
隣
接
地
域
間
に
類
似
し
た
様
相
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
交
流
が
あ
っ

た
た
め
と
解
釈
し
た
。
ま
た
、
土
器
の
法
量
に
関
し
、
全
５
地
域
に
お
い
て
、
散
布
し

て
い
た
器
高
と
口
径
の
関
係
が
し
だ
い
に
相
関
性
を
持
つ
よ
う
に
な
る
傾
向
は
、
規
格

化
の
進
行
を
示
す
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
時
期
的
変
遷
を
追
っ
て

み
る
と
、
ナ
カ
ダ
Ⅰ
期
で
交
流
に
よ
り
あ
る
程
度
同
じ
文
化
を
共
有
し
て
い
た
バ
ダ
リ

地
域
か
ら
エ
ル
カ
ブ
地
域
が
、
Ⅱ
Ａ
│

Ｂ
期
で
交
流
が
よ
り
活
発
に
な
っ
て
よ
り
類
似

し
た
様
相
を
呈
す
る
よ
う
に
な
り
、
Ⅱ
Ｃ
│

Ｄ
期
で
は
技
術
面
を
含
め
て
上
エ
ジ
プ
ト

が
文
化
的
に
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
、
ナ
カ
ダ
Ⅲ
Ａ
│

Ｂ
期
で
も
そ
の
状
態
が
続
く
が
、
Ⅲ
Ｃ
│

Ｄ
期
に
な
る
と
一
部
の
器
種
に
地
域
色
が
あ
ら
わ
れ
、
統
一
さ
れ
た
状
態
が
解
消
さ
れ

る
と
い
う
流
れ
を
描
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

従
来
の
モ
デ
ル
と
異
な
る
の
は
、
王
朝
統
一
に
向
け
て
漸
次
的
に
文
化
的
均
質
が
進

行
す
る
の
で
は
な
い
点
で
あ
る
。
ま
た
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
り
も
早
い

段
階
か
ら
あ
る
程
度
の
共
通
性
が
あ
り
、
ナ
カ
ダ
Ⅱ
Ｃ
│

Ｄ
期
に
一
度
共
通
性
が
高

ま
っ
て
、
Ⅲ
Ｃ
│

Ｄ
期
に
な
る
と
地
域
性
が
再
度
生
じ
る
と
い
う
変
遷
を
追
う
こ
と
が

で
き
た
。
た
だ
し
、
ナ
カ
ダ
Ⅱ
Ｃ
│

Ｄ
期
ま
で
混
和
材
や
文
様
に
地
域
差
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
土
器
の
器
形
の
共
有
あ
る
い
は
統
一
の
あ
と
に
製
作

技
術
が
統
一
さ
れ
た
と
も
解
釈
で
き
る
。

　

よ
っ
て
、
ナ
カ
ダ
期
の
文
化
的
統
一
過
程
は
、
従
来
唱
え
ら
れ
て
き
た
王
朝
成
立
に

向
け
て
地
域
差
が
消
失
し
各
地
域
が
統
合
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
は
、
地
域
間
の
文
化
的

統
一
度
合
い
の
向
上
で
あ
り
、
そ
の
度
合
い
は
Ⅱ
Ｃ
│

Ｄ
期
に
最
も
高
ま
る
が
、
こ
の

統
一
は
政
治
的
統
一
が
達
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
初
期
王
朝
時
代
に
は
継
続
し
な
か
っ
た

と
言
え
る
。

お
わ
り
に

　

本
論
で
は
、
先
・
初
期
王
朝
時
代
の
文
化
的
統
一
過
程
に
お
け
る
地
域
間
の
共
通
点

と
差
異
を
明
ら
か
に
し
、
統
一
過
程
を
実
証
的
に
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、

地
域
間
の
資
料
数
の
差
は
否
め
ず
、
ま
た
下
エ
ジ
プ
ト
を
含
め
た
文
化
的
統
一
に
つ
い

て
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
は
さ
ら
に
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
エ
ジ
プ
ト

全
土
に
お
け
る
文
化
的
統
一
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。


